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図1 ἒム્流Эの河川߹視の課題

図2 河川߹視に関わる˺業のシスἘム化
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不安定性：高齢化、人員不足

人の代わりに、カメラで確認

AI解析で人を自動検知
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図3 河川߹視シスἘム全体構成
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はじめに

ᡈ٭ͅൢ、࠰ѣのࢨ᪪によりᨼ中ᝍᩋやዴཞᨀ൦࠘

が᫁ႆし、河川のف൦リスクが高まっています。そのため、

ἒムの્流Йૺには、ࢼஹ以ɥにᡆᡮかつ的確なݣ応

が求められています。

ἒム્流Эに実施Ằれる河川߹視は、્流による൦ˮ

ɥଞにˤう事૏を᧸ẫために欠かせない業Ѧです。現地

で河川内に人がいないことを確認し、࣏要に応じてᡚᢤを

ԠỎかけることで、ܤ全を確̬しています。しかし、この˺

業はٸ間やफͅټでも行う࣏要があり、ਃ当Ꮀ員には大

きな᝟ਃとなっています。Ằらに、߹視ݣᝋ地点が࠼範囲

かつᙐ数ሖ৑におよố場合、ᨂられた଺間で߹視をኳえ

ることはᩊしく、効率化はᧈ࠰の課題でした(図1)。

こうしたᏑ୎から、河川・ἒムሥྸにおいてもᵟᵧ技術や

ᵧᶍᵲの活用がදႸẰれています。ᢒᨠ地からỽメラ映像で

ཞඞを確認し、࣏要に応じて᪦٣でᢤᩊをԠỎかけること

で、ਃ当Ꮀ員のܤ全を確̬しながら確実なݣ応が可能と

なります。

当社では、これらの課題を៊まえ、ᵟᵧによるཋ体検ჷ、

἟ットワークỽメラ等のᵧᶍᵲデἢイス、そしてクラỸἛ基Ⴔを組

み合わせ、ᢒᨠから河川のཞඞ確認、ද意նឪ、ᚡ᥵ま

でをɟᝦして行えるシスἘムを構築しました。

河川੘ণのΏΑΞム化

本シスἘムは、河川߹視に࣏要な「確認」「Йૺ」「ද意

նឪ」「ᚡ᥵」といった˺業を、ᢒᨠでˊஆ・ᙀܦすることで

現場の᝟ਃを᠉減するˁ組みの実現をႸਦしました(図2)。

ᢒᨠ߹視を行うため、߹視ݣᝋ地点に἟ットワークݣ応

のỽメラとスἦーỽーを設ፗしました。これにより、映像でཞඞ

を確認できるだけでなく、࣏要に応じてスἦーỽーから自ѣで

ද意նឪを行うことも可能です。ᵟᵧによるᚐௌやデータᔛᆢ

を行うシスἘムはクラỸἛ（ᵟWS：ᵟᶋᵿᶘᶍᶌ Wᶃᶀ Sᶃᶐᶔᶇᶁᶃᶑ）ɥ

に構築Ằれています。パソコンやスἰートフỻンからݦ用の

Wᶃᶀ画᩿にアクセスすることで、߹視の᧏ڼ、結果の確

認、ᚡ᥵の᧠ᚁをቇҥに行うことができます(図3)。

※本業務は、独立行政法人水資源機構渡良瀬川ダム総合管理所からの委託で実施しました。

ダム放流前に現場で行う河川巡視の負担を軽減するため、AI解析とネットワークカメラを活用した河川巡視システム

を構築しました。遠隔から現場を確認することができ、人を検知した際には自動退避放送が流れます。本システムにより、

河川巡視の安全確保と業務の効率化を同時に実現し、地域の安心に役立てていきます。

Vol.72 JANUARY 2026



9

図4 ᵟᵧを活用したཋ体検ჷೞ能

ステップ①：カメラ画像取得 ステップ②：YOLOによる物体検知 ステップ③：MiDaS による距離計測

ステップ⑤：避難音声の再生 ステップ⑥：巡視結果の参照

● 現地のネットワークカメラで画像撮影し、
クラウドへアップロード

● 物体検知モデル (YOLO) を使用し、カメラ画像
から、人や車両等を検知

● 検知対象を分類し、画像に占める被写体の大
きさを検知枠のピクセル数より算出

● Depth推定技術 (MiDaS) を活用し深度※1 を取得
※1深度≒カメラから被写体までの距離

● ステップ④で人を検知した場
合に、現地のスピーカーで避
難音声を自動再生

● WEBサイトより巡視結果 (AI解析結果画像、スピーカー再
生履歴※2)の参照が可能  ※2現地再生音声の録音データ

正判定

ステップ④：条件式で検知結果の正誤を判定

● 条件式を用いて検知結果の正誤を判定
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現場からᡛ̮Ằれた画像は、クラỸἛɥのᵟᵧが自ѣᚐ

ௌし、人や៻ɲを検ჷします。ᚐௌ結果や画像はクラỸἛ

に̬܍Ằれ、࣏要に応じていつでも参ༀできます。このˁ

組みにより、ࢼஹは人が現地に出Ӽいていた߹視を効率

化し、ჺ଺間でദ確なЙૺを支援できるようになりました。

łŊͬڰ用̱̹໤ఘ検౶ܥෝの導入

߹視業Ѧの効率化と確実性を高めるために、ᵟᵧを活用

したཋ体検ჷೞ能をݰ入しています。Ⴓ視ỽメラでજࢨ

した᩺ഥ画像をᵟᵧが自ѣでᚐௌし、河川内に人や៻ɲが

ないかをЙ定します。このϼྸは2െ᨞で行われます。

このようにʚ重のἓỹックを行うことで、ᛚ検ჷや見ᡜ

しを৮えながら、ᡆᡮで̮᫂性の高い߹視を実現してい

ます(図4)。

おͩͤに

ᵟᵧによるཋ体検ჷとᵧᶍᵲデἢイスを活用し、河川߹視に

おける「確認」「Йૺ」「ද意նឪ」「ᚡ᥵」のӲ工程をᢒ

ᨠで実現しました。これにより、ٸ間やफͅټ଺における

߹視のүᨖ性を᠉減するとともに、࠼範囲にわたる߹視

˺業の効率化や人手不足へのݣ応が可能となりました。

現׎、נや自治体では、᧸໎・減໎にӼけた取り組み

が進められており、ᵟᵧやᵧᶍᵲの活用による効率的な河川・

ἒムሥྸの実現が஖ࢳẰれています。本シスἘムは、そ

うした方針に合ᐲするものであり、ʻࢸはݣᝋ地点の拡

大や˂分野への応用も視野に入れ、よりɟޖの社会貢

献をႸਦしていきます。

Ẕ1െ᨞Ⴘ(図4：スἘップṞ、ṟ)ẕ

・画像内の人や៻ɲを検出するため、ϼྸᡮ度とች度のἢラン

スにΟれたཋ体検ჷἴデル「ᵷᵭᵪᵭ（ᵷᶍᶓ ᵭᶌᶊᶗ ᵪᶍᶍᶉ ᵭᶌᶁᶃ）」

を̅用します。

Ẕ2െ᨞Ⴘ(図4：スἘップṠ、ṡ)ẕ

・検ჷしたݣᝋのុᩉを推定する「ᵢᶃᶎᶒᶆ推定技術（ᵫᶇi ᵿS）」を活用

し、結果がദしいかを確認します。̊えị、「ᢒくにあるはẵなのに

大きく写っているཋ体」や「手ЭにあるのにݱẰく写っているཋ体」

等、ᛚ認識の可能性が高いἃースは自ѣ的にᨊٳẰれます。
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